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1,概略

多段噴射式PCC1を行うにあたり、どのピストン位置で燃料を噴射すると,筒内でどのくらい予混合が

進んでいるかを見.てみることになった。まずは浅皿型燃焼室の内部を燃料がどのように流れてぃくかを

検証していく。高圧容器内に燃焼室を模擬しD八廻を噴射、PⅣで燃料の流れ具合を解析する。今回は

NSを模擬した雰囲気条件であるがPIV習得のためまずは噴霧の安定した5Mpaで実験を行った。

2'実験条件

NS浅皿燃焼室、圧縮比13.2を模擬し、条件は排気データから予澀合燃焼していると見られる噴射時

期'6ず ATDC、およびTDC。D玲1ノズルを使用し、噴射圧は5Mpa とする。1噴射期問は0.3ms、1.oms、

2.oms、3.0血S(TDCでは3.0皿Sのみ)で設定した。高圧客器は加熱できないため空気密度をそろえる必要

がある。表1に設定条件および模擬対象の雰囲気状態を示す。

表.1 設定雰囲気条件及び模擬対象の雰囲気状態

これまでの研究まとめ

ぐ
噴射時期

実際の雰囲気圧仏Ipa)

実際の容器内温度QO

3.経過報告

3.1 実験まで~

通事さんが製作した浅皿型模擬ビストンを元に・60゜、 TDCのピストン位置を設定できるよう、 CAD

でビストン位置の決定およぴ設計、スペーサーの製作、高圧容器のステージの加工、模擬ピストンの加

工を行った。

PIVに関しては情報収集からのスタートであった。まず石川先生からPⅣのソフトをいただき、 PIV

の概略を教えていただいた。また、画像処理のためのlmageJの使用法を習得した。

設定雰囲気圧(Mpa)

設定容器内温度(10

・60゜

C

0.2

360

0.168(実際には 0.15八4Pa)

3.2 実験

3,2.1 -60゜での噴霧

まずはビストン位置・60゜での撮影を行った。噴射期闇 03、 1,0、 2.0、 3.omSで撮影したが、もっとも燃

料の流れがわかりゃすかった3.omSの撮影データをPⅣ解析することにした。

PⅣ解析した画像と元の画像の重ね合わせはG1八四2を使用した。

図 1に・60゜、噴射後 1.4mSのPⅣ画像を示t。キャビティに収まるときの噴霧の流れであるが、画面

左側では、 D入個がキャビティの升灸こ沿って流れて船り、速度べクトノレが大きく発生している。また、右

側の黒く映っている部分ではD入侶を噴射している途中であるため液体のまま存在している。輝度値が

低い部分ではPⅣ解析ができないの、酬夜体の噴霧の流れはわからない。左倶"こ比べ、キャビティの右イ則

では噴霧は停滞してお1ク、予混合化は進んでいないと思われる。
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図1 噴射後1.4皿S(キャビティに収まる瞬問)

図2に噴射後3.9mSのPⅣ解析画像を示す。嘖射'が終了し全体にDMEが拡散しているが、左右のス

キッシュエリアに注目すると、左側の方が速度べクトルは多く発生しており、予混合化しやすい環境に

なってぃると思われる。また、輝度値が低い部分(暗い部分)は蒸発しきらないD八Ⅲが存在していると考

えられる。これが燃焼しきらず残ってしまい、 HCとなっている一因と考えられる。
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図2 噴射後3,9血S(全体に拡散した瞬間)
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3.2.2 TDCでの噴霧

図3は燃料噴射後 1.6mSの状態を示すPn1解析画像である。 1de宮を0.16mSとすると

目1噴射を行った場合を想定した。噴射量は実際よりも多いので燃料の流れ方のみをみると、

に広がっておらず、キャビティに収まる途中である。

ぐ

4.今後の展開・課題

*PⅣの評価の仕方

ベクトル画像では色で示される、「禍度」の評価は?速度べクトルの分布からどこまで評価していいも

の力、?

*模擬精度の課題

・実際のビストンは劃ル、ているので実際の燃焼室内の状況と違う。

・条件TDC撮影時、模擬燃焼室の横からはみ出す燃料で正確な流れが見えない

・条件TDCでの模擬は、常温中。実際は燃焼している中への噴霧。

・2段噴射の模擬は出来ていない。

*燃焼室形状の検討

PⅣ画像から、現在のNSの仕様では筒内で予混合化が進む箇所が偏ることが分かった。このことか

ら、 DIS1ノズノレに適した燃焼室形状を検討する。

・燃焼室形状の力向

予混合化を進ませる形状=>早期着火によるノッキング→より希薄化、対策としてEGR?燃料の再考?

不均一化を目指した形状才筒内に燃料分布を持たせる→どのような分布になる?

・多噴孔ノズルでの嘖霧をPⅣ解析し、燃焼室形状を検討する。

ぐ

10゜で2段

噴霧は全体
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空気密度合わせ方

υ
1

ーなので
P

ρ

これが等しくなれぱいいので、実際の系を添え字1

PI

RTI

<

PU RT

P

RT

、模擬する系を添え字2で表すと

P2

RT2

PIT2

η

^『"

P2
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